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市民アンケートの概要 
（1）アンケートの目的 

（3）アンケートの主な設問項目 

まちづくりに対する市民の意向や姿勢への評価等を把握 
市民目線による現行総合計画の評価 
次期計画において取り組む施策の優先順位等を設定に活用 

現状の問題認識 
施策の評価 
 

思い描く宇陀市の将来像 
定住意向 

（4）実施状況 

有効配布数：3,134件⇒回収数1,468件（46.8％） 
 
※グラフについては、小数点以下の四捨五入による合計が100％にならない場合がある。 

（2）アンケートの実施対象 

市内の3,149世帯（住民基本台帳から無作為抽出） 
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1.回答者の性別 
① あなたの性別を教えください。 

男性

666 

45.8%

女性

789 

54.2%

N = 1,455
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2.回答者の年齢 
② あなたの年齢を教えてください。 

20～29歳
140 

9.6%

30～39歳
220 

15.0%

40～49歳
222 

15.2%
50～59歳

314 
21.5%

60～64歳
185 

12.7%

前期

高齢者
300 

20.5%

後期

高齢者
81 

5.5%

N = 1,462
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3.回答者の居住地 
③ あなたのお住まいの地域を教えてください。 

大宇陀

地域

277 

18.9%

菟田野

地域

185 

12.6%

榛原地域

769 

52.6%

室生地域

232 

15.9%

N = 1,463



4年以下

80 

5.5%

5～9年

88 

6.0%

10～14年

85 

5.8%

15年以上

1,208 

82.7%

N = 1,461 5 

4.回答者の居住年数 
④ あなたの居住年数を教えてください。 
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5.回答者の世帯構成 
⑤ あなたの世帯構成を教えてください。 

単身世帯

55 

3.8%

夫婦のみ

の世帯

326 

22.4%

二世代

世帯

（親と子）

764 

52.4%

三世代世帯

（親と子と孫）

283 

19.4%

その他

29 

2.0%

N = 1,457
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6.回答者の職業 
⑥ あなたの職業を教えてください。 

会社員・公

務員

478 

32.8%

自営業

137 

9.4%

パート・

アルバイト

260

16.0%学生

34 

2.3%

家事専業

230 

15.8%

無職

279 

19.2%

その他

38 

2.6%

N = 1,456
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-2.0 -1.5 -1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0 1.5 2.0

自然・田園環境

N = 1,399

文化遺産等の歴史文化

N = 1,421

医療の環境

N = 1,431

子育ての環境

N = 1,416

市内の少子高齢化

N = 1,420

公共交通の利便性

N = 1,433

商業・娯楽施設の立地

N = 1,431

雇用の環境

N = 1,419

ご近所付合い等の人間関係

N = 1,436

住みやすい雰囲気

N = 1,433

非常に良い

27.2

14.8

1.2

2.9

0.1

1.4

0.3

0.1

7.0

7.0

やや良い

49.0

44.1

20.5

25.3

2.4

8.1

3.7

1.6

37.3

38.0

どちら

でもない

17.3

33.3

32.5

40.5

15.0

14.7

16.9

22.4

43.2

37.1

やや悪い

4.4

6.3

33.3

24.1

33.7

35.7

38.0

36.9

9.1

13.2

非常に悪い

2.1

1.5

12.6

7.2

48.8

40.1

41.1

38.9

3.4

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

自然・田園環境

N = 1,399

文化遺産等の歴史文化

N = 1,421

医療の環境

N = 1,431

子育ての環境

N = 1,416

市内の少子高齢化

N = 1,420

公共交通の利便性

N = 1,433

商業・娯楽施設の立地

N = 1,431

雇用の環境

N = 1,419

ご近所付合い等の人間関係

N = 1,436

住みやすい雰囲気

N = 1,433
8 

7.宇陀市の強み・弱み 
⑦ 宇陀市の状況がどれほど良い（宇陀市の強みである）か、

悪い（宇陀市の弱みである）か、あなたのお考えに最も近
いものをお選びください。 

回答の割合 各項目のポイント 

非常に良い ２ポイント、良い １ポイント、どちらでもない ０ポイント 
やや悪い －１ポイント、悪い －２ポイント として平均を算出 

強み 

強み 

弱み 



9 

8.宇陀市にとってのチャンス・脅威 
⑧ 宇陀市にとってチャンスとなる（宇陀市の発展を後押しす

る）もの、脅威となる（宇陀市の発展にとって障害とな
る）ものをそれぞれ最大３つまでお選びください。 

チャンスとなるものの候補 脅威となるものの候補 

678 

247 

257 

630 

515 

496 

468 

280 

225 

58 

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000

自然環境の保全・活用

健康志向や健康ブーム

観光客（海外含む）の増加

空き家活用の推進

古民家を活用した民泊や

宿泊施設の整備促進

田舎暮らしの流行

広域的な交通インフラの維持・整備

による利便性確保

薬草や製薬への注目

インターネット等の情報通信の高度化

その他
（複数回答）

N = 1,468

上位３つ 

122 

472 

818 

763 

475 

636 

242 

322 

94 

264 

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000

観光客増加による環境問題の発生

子育て・教育を担う人材の不足

経済を担う人材の都会への一極集中

地域公共交通の減便や廃止

災害による被災の危険性

地域産業の衰退

地域産業の担い手の不足

地縁や血縁などの人間関係の希薄化

国や県からの補助金の減少

その他
（複数回答）

N = 1,468

上位３つ 



はい

1,105 

78.0%

いいえ

312 

22.0%

N = 1,417
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9.宇陀市への永住意向 
⑨ 今後、宇陀市に永続的に住み続ける予定ですか？ 

約8割が永続的に
住み続ける予定 



1年以内

26

12.1%
2～3年

37

17.2%

4～5年

44

20.5%

5～9年

45

20.9%

10年以上

63

29.3%

N = 215
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10.転出の理由と予定年数 
⑩ 住み続けない場合、転出予定までの年数とその理由を教え

てください。 

転出する理由 転出予定までの年数 

仕事

の都合

58 

19.7%

あなたの

学校の

都合

3 

1.0%

お子さん

の学校の

都合

11 

3.7%

住宅の

都合

43 

14.6%

結婚

のため

40 

13.6%
介護の

ため

8 

2.7%

Uターン

のため

3 

1.0%

周囲の

環境の

ため

64 

21.7%

その他

65 

22.0%

N = 295



はい

213 

72.2%

いいえ

82 

27.8%

N = 295

12 

11.条件が整った場合の永住意向 
⑪ もし条件が整えば、宇陀市に住み続けたいと思いますか？ 

約7割が条件が整
えば、宇陀市に
住み続けたい 



38 

38 

20 

1 

38 

7 

7 

12 

0 

1 

7 

33 

0 10 20 30 40 50

定住促進奨励金の交付

就職支援、斡旋、雇用創出の充実

住宅支援策の充実

婚活支援策の充実

高齢者福祉施策の充実

新婚世帯家賃補助制度

Uターン支援策の充実

子育て支援医療給付

休日保育の充実

育児休業明け保育所入所予約制度

就業援助の充実

その他

N = 202
（複数回答）
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12.宇陀市に永住するための条件 
⑫ 宇陀市に住み続けたい場合、宇陀市に住み続ける条件を教

えてください。 



回答あり

772 

52.6%

回答なし

696 

47.4%

N = 1,468
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13.宇陀市の10年先の理想像 
⑬あなたが思い描く、宇陀市の10年先の理想像を教えてください。 

10年先の理想像（一部抜粋） 

もっともっとこの街が活性化されて地元
の人達の｢にぎわい｣が欲しいと思ってい
ます。 

人口増加、若い人のUターン増加、流出ス
トップ、若い人、子育て世代、３世代同居、
すべての人が安心して快適に暮らせる街。 

田舎暮らしや自然との共生を実現し、都
会からの移住者を迎え入れる仕組みと職
場提供の充実を図る。 

10年後のリニアモーターカーの開業で、
東京とより近くなるので、日本の伝統的
田舎の風景を楽しみにくる外国人や「田
舎」というものに憧れをもつ都会の人に
も来てもらえるように、今の風景や自然
環境をたもってほしい。 
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14.市民アンケートの結果 
⑭ 理想像を実現するために、特に重要となると考える施策を

質問９の1～５３の中から選択して、教えてください。 

選択数の多かった上位１０の施策 選択数の少なかった下位１０の施策 

328 

195 

173 

154 

149 

131 

128 

110 

100 

99 

0 100 200 300 400

病院や診療所など、医療体制の充実

地域公共交通の充実

鉄道・バスなど地域公共交通の連携

進学や就職で市外に出た人たちを、地域に呼び戻す取り組み

（Ｕターンなど）

高齢者のための福祉サービスを充実させること

自然環境を大切にしたまちづくり、自然環境とまちの調和

徹底的な経費削減による健全な財政運営

診療や治療、入院にかかる費用を助成すること

家庭と仕事・地域活動のバランスがとれた生活への支援

「子どもを、地域ぐるみで育てていく」という地域の体制づくり

（複数回答）

N = 994

25 

24 

24 

24 

19 

16 

12 

10 

6 

4 

0 100 200 300 400

ごみの減量化やリサイクルに向けた取り組み

し尿処理の体制を整備する取り組み

林業の担い手の育成や、森林組合を強化する取り組み

まちづくりのプロセスへの参加などによる市民の協働と参画

の推進

文化財を保護し、教育や地域の振興に役立てること

地域福祉に関する関係者のネットワークをつくること

広報誌、ホームページなどを活用した市民との情報共有化

行政組織全体のIT化やタウンミーティングなどを通じた行政

サービスの向上

NPO等への助成などによる市民活動の支援

男女間のあらゆる暴力の根絶

（複数回答）

N = 994


